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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 9月 20日 (2005.9.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 】
　 機 器 ケ ー ス 内 に 回 路 モ ジ ュ ー ル を 収 納 し て な る 携 帯 通 信 機
に お い て 、
　 前 記 機 器 ケ ー ス は 、 面 側 を 構 成 す る ケ ー ス 部 材 と 、

面 側 を 構 成 す る ケ ー ス 部 材 と で 構 成 さ れ 、
　 前 記 回 路 モ ジ ュ ー ル は 、

剛 性 を 有 す る

　 前 記 は 、 前 記 ケ ー ス 或 い は ケ ー ス の う ち の 少 な く と も
一 方 の 内 面 に

　 を 特 徴 と す る 携 帯 通 信 機 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】
　

　 　 【 請 求 項 ３ 】
　

　 　 【 請 求 項 ４ 】
　

　 　 【 請 求 項 ５ 】
　

　
、

　

請 求 項 １
携 帯 サ イ ズ の 携 帯 通 信 機 用 の

携 帯 通 信 機 本 体 の 第 １ 第 １ 携 帯 通 信
機 本 体 の 第 ２ 第 ２

マ イ ク を 含 む 携 帯 通 信 機 用 の 電 子 部 品 が 搭 載 さ れ た 回 路 基 板 と
、 こ の 回 路 基 板 と ほ ぼ 同 サ イ ズ の 保 持 部 材 と 、 で 構 成 さ れ 、 こ の 保 持 部 材 を
前 記 回 路 基 板 と 重 ね 合 わ せ て 固 定 す る こ と で 当 該 回 路 基 板 全 体 を 補 強 す る 構 造 を な し 、

回 路 モ ジ ュ ー ル 第 １ 部 材 第 ２ 部 材
固 定 さ れ 、 当 該 第 １ ケ ー ス 部 材 と 第 ２ ケ ー ス 部 材 と は ネ ジ 止 め で 固 定 さ れ て

い る こ と 、

前 記 回 路 モ ジ ュ ー ル は 、 前 記 第 １ ケ ー ス の 内 面 に ネ ジ 止 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 携 帯 通 信 機 。

前 記 回 路 モ ジ ュ ー ル は 、 前 記 第 ２ ケ ー ス と 一 緒 に 前 記 第 １ ケ ー ス の 内 面 に ネ ジ 止 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 通 信 機 。

前 記 機 器 ケ ー ス の 上 部 及 び 下 部 に は 、 弾 性 体 か ら な る 緩 衝 部 材 が 取 り 付 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 通 信 機 。

携 帯 サ イ ズ の 機 器 ケ ー ス 内 に 携 帯 通 信 機 用 の 回 路 モ ジ ュ ー ル を 収 納 し て な る 携 帯 通 信 機
に お い て 、

前 記 機 器 ケ ー ス は 、 携 帯 通 信 機 本 体 の 第 １ 面 側 を 構 成 す る 第 １ ケ ー ス 部 材 と 、 携 帯 通 信
機 本 体 の 第 ２ 面 側 を 構 成 す る 第 ２ ケ ー ス 部 材 と で 構 成 さ れ

前 記 第 １ ケ ー ス 部 材 の 外 表 面 は 、 上 方 に 突 出 す る 複 数 の 操 作 キ ー が 設 け ら れ 、 前 記 機 器
ケ ー ス を 前 記 第 １ ケ ー ス 部 材 を 下 に し て 平 面 の 上 に 置 い た と き に 、 こ の 平 面 に 前 記 各 操 作
キ ー が 当 た ら な い よ う に 前 記 外 表 面 を 凹 状 に 湾 曲 し た 形 状 に な っ て い る 、 こ と を 特 徴 と す
る 携 帯 通 信 機 。



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ ケ ー ス 部 材 と 第 ２ ケ ー ス 部 材 と で 構 成 さ れ る 機 器 ケ ー ス
内 に 、 携 帯 通 信 機 用 の 電 子 部 品 が 搭 載 さ れ た 回 路 基 板 と こ の 回 路 基 板 全 体 の 補 強 を 行 う 保
持 部 材 と で 構 成 し た 回 路 モ ジ ュ ー ル を 収 納 し 、 こ の 回 路 モ ジ ュ ー ル を 上 記 機 器 ケ ー ス を 第
１ ケ ー ス 部 材 或 い は 第 ２ ケ ー ス 部 材 の 少 な く と も 一 方 の 内 面 に 固 定 し 、 更 に 上 記 第 １ ケ ー
ス 部 材 と 第 ２ ケ ー ス 部 材 と を ネ ジ 止 め で 固 定 す る よ う に し た の で 、 携 帯 通 信 機 用 の 電 子 部
品 の 搭 載 さ れ る 回 路 基 板 全 体 を 補 強 す る 保 持 部 材 、 及 び 機 器 ケ ー ス 全 体 で 確 実 に 固 定 で き
る も の で あ り 、 回 路 モ ジ ュ ー ル を 含 む 携 帯 通 信 機 全 体 の 耐 衝 撃 性 を 大 幅 に 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。
　 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 携 帯 通 信 機 の 機 器 ケ ー ス を 構 成 す る 第 １ ケ ー ス 部 材 と 第 ２ ケ
ー ス 部 材 の 内 で 、 複 数 の 操 作 キ ー が 設 け ら れ る 第 １ ケ ー ス 部 材 の 外 表 面 を 凹 状 に 湾 曲 し た
形 状 に し た の で 、 こ の 機 器 ケ ー ス を 第 １ ケ ー ス 部 材 を 下 に し て 平 面 に 置 い た と き に 、 そ の
平 面 に 前 記 操 作 キ ー が 当 た ら な い よ う に な り 、 操 作 キ ー の 保 護 が 可 能 に な る と 共 に 、 無 用
な 誤 操 作 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
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